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実 施 日 令和４年４月１９日（火）

実施校数 小学校 ３８９ 校 中学校 ２１３ 校

調査学年 小学校 ６年生 中学校 ３年生

調査教科 小学校 国語、算数、理科 中学校 国語、数学、理科

※ 実施校数は、４月１９日に調査を実施した数である。
※ 義務教育学校（前期課程・後期課程）及び特別支援学校（小学部、中学部）を含む。

小 学 校 福島県集計対象児童数 福島県(公立)平均正答率 全国(公立)平均正答率 所 見

国 語 １２,９１７ ６４ ６５．６ 全国平均をやや下回っている

算 数 １２,９０８ ６１ ６３．２ 全国平均を下回っている

理 科 １２,８９０ ６２ ６３．３ 全国平均をやや下回っている

中 学 校 福島県集計対象生徒数 福島県(公立)平均正答率 全国(公立)平均正答率 所 見

国 語 １３,３６４ ６８ ６９．０ おおむね全国平均

数 学 １３,３６９ ４７ ５１．４ 全国平均を下回っている

理 科 １３,３６４ ４８ ４９．３ 全国平均をやや下回っている

※ 児童生徒数は、４月１９日に調査を実施した数である。
※ 国の公表方針及び提供資料に基づき、県の数値については整数値による公表である。

調査に関する概要

校種・教科に関する調査結果の概要

〇 県内の生活圏別（県北、県中、県南、会津、南会津、相双・いわきの６地域）平均正答率に
おいて、校種・教科ごとの大きなばらつきは見られない。

〇 それぞれの地域の成果と課題を詳細に分析するとともに、児童生徒一人一人の学びに応じた、
指導の個別化や学習の個性化を図る授業改善等の具体的な取組を強化していく必要がある。

生活圏平均正答率の状況
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全国 福島県 県北 県中 県南 会津 南会津
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全国平均及び福島県における経年推移を比べると、福島県の児童生徒には次のような特長が見られ

る。

○ 話合いを通じて自分の考えを深めたり、学んだことを振り返り次の学習につなげたりしてい

る児童生徒の割合が高く、全国平均を上回っている。

○ 小学校算数、中学校数学及び小中学校理科において、授業で学習したことを、普段の生活の

中で活用できないか考えている児童生徒の割合が全国平均を上回っている。

〇 自分でやると決めたことは、やり遂げるようにしていると回答している児童生徒の割合が高

く、全国平均を上回っている。また、経年推移においても増加傾向にある。

○ 授業中にICT機器を「ほぼ毎日」または「週３日以上」使用していると回答している児童生

徒の割合が、全国平均を大きく下回っており、昨年度に引き続き課題となっている。

◎ 県教育委員会としても、ふくしま学力調査の結果と合わせて詳細に分析し、対応策を

示すとともに、教員に寄り添った支援をさらに充実させ、本県の未来を担う児童生徒の

学力向上に取り組んでいく。

○ 本年度の全国学力・学習状況調査における教科に関する調査結果は、中学校国
語がおおむね全国平均となっている。しかし、小学校国語及び小・中学校理科は
全国平均をやや下回っており、さらに小学校算数及び中学校数学は、全国平均を
下回る厳しい状況が続いている。

○ 質問紙調査から、「主体的な学び」「対話的な学び」の視点による授業改善が進
んでいることが分かる。また、粘り強く学習に取り組むことができる児童生徒が
増えている。一方、これまでの学習を振り返り、自分の考えをうまく伝えようと
工夫するなど、自らの学習を調整しようとする態度の育成に課題がある。

○ 今後は、各教科で育成すべき資質・能力を明確にするとともに、ＩＣＴ機器を
効果的に活用したり、話し合う内容を焦点化したりするなど、個別最適な学びと
協働的な学びを一体的に充実し、各教科等の「見方・考え方」を踏まえた「主体
的・対話的で深い学び」を実現するための授業改善により、学びの質を向上させ
ることが重要である。

○ 各学校においては、ふくしま学力調査の結果と合わせ、自校の結果及び児童生
徒一人一人の解答状況や生活習慣等の実態を多面的に分析し、具体的な教科指導
の改善や指導計画への反映を行うよう、全職員で取り組むことが重要である。

調査結果の総括（公立）

児童生徒質問紙調査の結果

２

全国 福島県 県北 県中 県南 会津 南会津
相双・

いわき

国語 69.0 68 67 70 68 66 67 68

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
中学校（国語）%

全国 福島県 県北 県中 県南 会津 南会津
相双・

いわき

数学 51.4 47 47 49 47 45 49 46

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
中学校（数学）%

全国 福島県 県北 県中 県南 会津 南会津
相双・

いわき

理科 49.3 48 49 49 49 46 46 48

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
中学校(理科)%



「主体的な学び」 「対話的な学び」の視点での授業改善が進められています

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか

【中学校】

【小学校】

【中学校】【小学校】

授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できないか考えますか

［児童生徒質問紙］

［児童生徒質問紙］

【中学校数学】【小学校算数】 ［児童生徒質問紙］

３

学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげることができていますか

【小学校理科】 【中学校理科】

○ 話し合う活動を通じて、考えを深めたり広げたりすることができていると肯定的に回答した児童生徒の割合は、小学生は83.4％

（全国比＋3.3ポイント)、中学生は79.6％(全国比＋0.9ポイント)と、ともに全国平均を上回っている。また、福島県における経

年推移で見ると、増加傾向にある。

〇 学習した内容を見直し、次の学習につなげることができていると肯定的に回答した児童生徒の割合は、小学生は83.7％（全国比

＋5.5ポイント)、中学生は78.2％(全国比＋3.5ポイント)と、全国平均を上回っている。

○ 学習したことを、普段の生活の中で活用できないか考えていると肯定的に回答した児童生徒の割合は、小学校算数で74.5％（全

国比＋5.2ポイント)、小学校理科で75.4％（全国比＋7.5ポイント)、中学校数学で50.1％(全国比＋2.8ポイント)、中学校理科で

57.1％（全国比＋4.4ポイント)と、全て全国平均を上回っている。



【中学校】【小学校】

やると決めたことはやり遂げたり、失敗を恐れないで挑戦したりする力が育っています

【中学校】【小学校】

自分の考えを振り返り、うまく伝わるよう工夫して発表しようとする態度を育むことが必要です

［児童生徒質問紙］

【中学校】【小学校】

自分でやると決めたことは、やり遂げるようにしていますか

［児童生徒質問紙］

【中学校】【小学校】 ［学校質問紙］

難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか

自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなど

を工夫して発表していましたか

授業において、自らの考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して、発言や

発表を行うことができていると思いますか

［児童生徒質問紙］

４

○ 自分でやると決めたことは、やり遂げるようにしていると回答している児童生徒の割合は、小学生は91.1％（全国比＋3.9ポイ

ント)、中学生も87.8％(全国比＋1.2ポイント)と、ともに全国平均を上回っている。

○ 難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していると回答している児童生徒の割合は、小学生は77.6％（全国比＋5.1ポイント）、

中学生は69.7％（全国比＋2.6ポイント）と、ともに全国平均を上回っている。

○ 自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していると回

答した児童生徒の割合は、小学生は68.5％（全国比＋3.1ポイント）と全国平均を上回っているものの、中学生は60.2％（全国比

－3.1ポイント)と、全国平均を下回っている。また授業において、自らの考えがうまく伝わるよう、工夫して発言や発表を行う

ことができていると回答した学校の割合は、小学校は69.1％（全国比－6ポイント）、中学校は75.1％（全国比－5.6ポイント）と

全国平均を下回っている。



今後に向けたPoint！
○ 話し合いを通じて自分の考えを深めたり、学んだことを振り返り次の学習につなげたりする児童生徒が

増えており、「主体的な学び」「対話的な学び」の視点による授業改善が進んでいます。引き続き、ふくしま

の「授業スタンダード」を活用し、他者との交流を通して自らの思いや考えを広げたり、深めたりする機会を

すべての児童生徒に保障していきましょう。

○ やると決めたことをやり遂げたり、失敗を恐れないで挑戦したりするなど、粘り強く学習に取り組むことが

できる児童生徒が増えています。今後は、資料や文章、話の組立てなどを工夫して、自分の考えをうまく伝

えようとするなど、自らの学習を調整しようとする態度の育成を目指しましょう。

○ ＩＣＴ機器を効果的に活用したり、話し合う内容を焦点化したりするなど、個別最適な学びと協働的な学び

を一体的に充実し、各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせながら、より深い学びにつなげていく

ことが重要です。

個別最適な学びの実現のために、ＩＣＴ機器の効果的な活用が必要です

【中学校】【小学校】

授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使用していますか

［児童生徒質問紙］

算数・数学において、公式や決まり等の根拠を明らかにしながら、深い理解につなげることが重要です

【中学校】【小学校】

算数・数学の授業で公式や決まりを習うとき、そのわけを理解するようにしていますか

［児童生徒質問紙］

［学校質問紙］

算数・数学の指導として、公式や決まり、計算の仕方等を指導するとき、その根拠を理解できるように

工夫していましたか

【小学校】 【中学校】

５

○ 「そうしている」または「どちらかといえば、そうしている」と回答している児童生徒の割合は、小学生が88.6％（全国比

＋2.9ポイント）、中学生が82.2％（全国比＋2.6ポイント）と全国平均を上回っている。

○ 「そう思う」または「どちらかといえば、そう思う」と回答している学校の割合は、おおむね全国平均である。しかし、「そう

思う」と自信をもって回答している学校の割合は、小学校が32.4％（全国比－8.4ポイント）、中学校が35.2％（全国比－7.5ポイ

ント）と全国平均を大きく下回っており、児童生徒の意識とのずれが見られた。

○ 授業中にＩＣＴ機器を「ほぼ毎日」または「週３回以上」使用していると回答している割合は、小学生が40.7％（全国比－17.5

ポイント）、中学生が44.6％（全国比－6.3ポイント）と全国平均を大きく下回っており、昨年度に引き続き課題となっている。



小学校国語

１二「言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあることを捉

える」

２一(1)「登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉え
る」

２一(2)「登場人物の相互関係について、描写を基に捉える」
３二「文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいと

ころを見付ける」

ふくしまの｢授業スタンダード｣を活用した授業改善のポイント

◎〔国語２ 物語を読んで、推薦する（那須田淳「銀色の幻想」）〕

設問２一（２）「登場人物の相互関係について、描写を基に捉える」の誤答

分析をすると、以下の点に課題があることが見えてきます。

《誤答分析から》

選択肢２、３と解答した児童の合計は26.9％であり、登場人物の相互関係に

ついて、物語全体を読んで、複数の描写を基に捉えることができなかったと考

えられます。

《授業スタンダードより》

〇「何を学習したか」「どのように学習してきたか」を明確にする

授業では、「まとめ・振り返り」の場面において、何を

学習し、どのように学習したかを自分の言葉で振り返る

ことが大切です。学んできたことの有用性を感じること

で「学びへ向かう力」につながります。

〈授業改善のポイント〉

〇 複数の描写を関連付けて文章を読むことが、登場人物の心情や相互関係を捉えるのに有効であ

ることを子どもが実感できるような視点をもった振り返りをしましょう。

〇 描写を基に登場人物の相互関係について捉えていくには、低学年段階で登場人物の行動など、

中学年段階で登場人物の性格や気持ちの変化、情景などに着目し、想像を豊かにしながら読むこ

とができるように系統的な学習を意識しましょう。

文章を場面ごとに読み、登場人物の相互関係や心情などを捉えるだけではなく、文章全体

を読み、複数の描写を結び付けて読むことが大切です。登場人物相互の関係に基づいた行動

や会話、情景などが暗示的に表現されている描写に着目できるように指導します。

６

領域・観点・問題形式別の状況 課題が見られた設問

※ レーダーチャートでは、全国の平均正答率を

１００とした場合の本県の平均正答率の割合を

示している。

( % )



小学校算数

課題が見られた設問

2(3)「示された場面のように、数量が変わっても割合は変わらないこと
を理解している」

2(4)「伴って変わる二つの数量が比例の関係にあることを用いて、未知
の数量の求め方と答えを記述できる」

3(2)「分類整理されたデータを基に、目的に応じてデータの特徴を捉え
考察できる」

4(1)「正三角形の意味や性質を基に、回転の大きさとしての角の大きさ
に着目し、正三角形の構成の仕方について考察し、記述できる」

ふくしまの｢授業スタンダード｣を活用した授業改善のポイント

◎〔算数２ 二つの数量の関係について考察すること（果汁の割合）〕

設問２（４）「果汁が30％含まれている飲み物に果汁が180ｍＬ入っているときの、飲み物の量の求

め方と答えを書く」の誤答分析をすると、以下の点に課題があります。

《誤答分析から》

答えの600ｍＬを求めることはできていますが、次の①と②の両方

を書けず、求め方の説明が不十分となった児童が多いです。①「180

ｍＬが30ｍＬの6倍であることを求める式や言葉」のみ記述した児童

は9.2％、②「果汁の量が6倍になると飲み物の量も6倍になることを

用いて、果汁の量が180ｍＬのときの飲み物の量を求める式や言葉」

のみ記述した児童は12.2％でした。【方法】【理由】等への着目が不足

しており、学びを深めることの必要性がうかがえます。

《授業スタンダードより》

〇 【事実】【方法】【理由】に着目し「思いや考えを広げ深める」

・ 他者に伝えることによる思考の整理

・ 他者からの情報による新たな気付きや発想

〈授業改善のポイント〉
○ 伴って変わる二つの数量の間に比例の関係があることを見いだし、その比例の関係を用いて、未
知の数量を求めることができるようにする際、「日常の具体的な場面」、「図や表」、「数や式」を相
互に関連付けながら、根拠を基に筋道を立てて考え、統合的・発展的に考えさせる活動を取り入れ
ましょう。

「規則性と知りたい数量との関係を捉え、筋道を立てて
考えて、求めたい数量についての結果を導いていく」こと
が求められます。（学習指導要領解説算数編）

領域・観点・問題形式別の状況

７

※ レーダーチャートでは、全国の平均正答率を

１００とした場合の本県の平均正答率の割合を

示している。

( % )



小学校理科

課題が見られた設問

2(1)「一定量の液体の体積を適切にはかり取る器具の名称を書く」
3(1)「光の性質を基に，鏡を操作して，指定した的に反射させた日光
を当てることができる人を選ぶ」

3(4)「問題に対するまとめから，その根拠を実験の結果を基にして書
く」

4(3)「結果からいえることは，提示された結果のどこを分析したもの
なのかを選ぶ」

８

◎〔理科３ 観察、実験の結果から、分かったことをまとめる場面〕

設問３（４）「問題に対するまとめから，その根拠を実験の結果を基に

して書く」の誤答分析から、以下の点に課題があることが見えてきます。

《誤答分析から》

・ 缶の色、時間、水の温度について言及しながら、缶の中の水の温度

をきちんと比較できた児童は13.1％でした。それに対し、いずれかの

条件が言及できていない児童が多く見られました。表に整理された結

果から、缶の色と水の温度、光を当てた時間と水の温度などを関係付

けて分析、解釈することに課題があると考えられます。

《授業スタンダードより》

○ 複数の結果や友達の気付きを大切にした考察をする

観察、実験から得られた複数の結果を整理し、問題の

視点で分析、解釈し、自分の考えをもったうえで全体で

の話合いができるようにコーディネートしましょう。

〈授業改善のポイント〉
○ 児童が対象への関心や意欲を高めつつ、問題を見いだし主体的に追究していくことができる
ように、繰り返し自然の事物・現象に関わる実体験ができる場を意図的に設定しましょう。

○ 児童が見通しをもって問題解決に取り組むことができるように調べる目的に合った観察、実
験の方法を発想したり改善したりする場面を設定しましょう。

○ 多面的に分析して考察することができるように複数の結果を基に考察の話合いをする場面を
設定しましょう。その際、テキストや画像を共有できるICT機器を効果的に活用することも大切
にしましょう。

目的を明確にした観察、実験を行い、その結果はもとより、友達の気付きなどに

触れることで、多面的に考え、より妥当性の高い結論を導くことができるように、

話合いの場面を学級全体でも設けましょう。その際、児童が働かせた「見方・考え

方」を見取り、広めることで「深い学び」を実現できるよう工夫しましょう。

領域・観点・問題形式別の状況

ふくしまの｢授業スタンダード｣を活用した授業改善のポイント

※ レーダーチャートでは、全国の平均正答率を

１００とした場合の本県の平均正答率の割合を

示している。

( % )



中学校国語

課題が見られた設問

１三「自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫して話

す」

３二「事象や行為、心情を表す語句について理解する」

３三「場面の展開や登場人物の心情の変化などについて、描写を

基に捉える」

４一「行書の特徴を理解している」

ふくしまの｢授業スタンダード｣を活用した授業改善のポイント

９

◎〔国語３ 文学的な文章を読む（「都会のビーチ」）〕

設問３三「場面の展開や登場人物の心情の変化などについて、描写を基に捉える」

の誤答分析から、以下の課題が見えてきます。

《誤答分析から》

場面の展開や登場人物の心情の変化など

について、描写を基に捉えることに課題が

ある生徒が39.2％います。話の展開を確か

めながら、Ａ～Ｃの順番（心情の変化）を

整理することができていないものと考えら

れます。

《授業スタンダードより》

〈授業改善のポイント〉
○ 個々の場面や描写を把握するだけでなく、複数の場面を結び付けたり、登場人
物の心情や行動、情景等の描写を相互に結び付けたりして、場面の展開や登場人
物の心情の変化を捉えることができるような言語活動を設定しましょう。

○ 対象と言葉、言葉と言葉の関係を、言葉の意味、働き、使い方等に着目して捉
えたり問い直したりして、言葉への自覚を高めることが重要です。

単元の目標が達成された具体的な子どもの
姿を明確にイメージして、題材全体を見通し
た指導計画を立てることが大切です。育みた
い資質・能力を育成するために、授業のどの
段階にどのような言語活動を位置付けるかを
考えて単元を構成しましょう。

言葉に着目し、じっくりと文章に向
き合う時間も必要です。細部の描写に
も着目しながら物事の様子や場面、行
動や心情などを丁寧に捉えられるよう
な言語活動を設定しましょう。

領域・観点・問題形式別の状況

※ レーダーチャートでは、全国の平均正答率を

１００とした場合の本県の平均正答率の割合を

示している。

( % )



中学校数学

課題が見られた設問

1 「自然数を素数の積で表すことができる」

4 「一次関数の変化の割合の意味を理解している」

7(1)「データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説
明することができる」

7(2)「箱ひげ図から分布の特徴を読み取ることができる」
9(2)「筋道を立てて考え，事柄が成り立つ理由を説明することができる」

ふくしまの｢授業スタンダード｣を活用した授業改善のポイント

10

◎〔数学４ 変化の割合〕

設問４は、ア～エまでの表から、変化の割合が２であるもの

を選ぶ問題です。

《誤答分析から》

・ 正答のアを選択した生徒は31.0％であるのに対し、イを選

択した生徒は36.3％でした。変化の割合をｙの増加量だと認

識してしまっていると考えられます。

・ ウとエを選択した生徒は合わせて32.2％でした。変化の割

合が（ｙの増加量）÷（ｘの増加量）であることをしっかり

と理解できていないと考えられます。

《授業スタンダードより》

○ 「表を見るとｙの増加量は２なので、変化の割合は２である。」

という生徒の考えを基に、「ｙの増加量は２であれば、どんな場

合でもそういえるのかな？」などの問い返しやゆさぶりをする

ことで、ねらいに迫ることが考えられます。

〈授業改善のポイント〉
○ 生徒のつまずきを予測し、発問を工夫したり、教師と生徒の対話、生徒同士の対話から思考を
広げたり、深めさせたりしましょう。 また、知識及び技能の習得状況を適切に把握するために、
評価方法を工夫したり、小テストの内容を精選したりしましょう。

変化の割合を指導する際には、形式的に変化の割合を計算

して求めることに偏らないようにするとともに、変化の割合

を事象の考察やその表現に適切に用いることができるように

することが大切です。（学習指導要領解説数学編）

領域・観点・問題形式別の状況

※ レーダーチャートでは、全国の平均正答率を

１００とした場合の本県の平均正答率の割合を

示している。

( % )



中学校理科

課題が見られた設問

2(2)「気圧，気温，湿度の変化をグラフから読み取り，雲の種類
の変化と関連付けて，適切な天気図を選択する」

5(1)「おもりに働く重力とつり合う力の矢印を選択し，その力に
ついて説明する」

6(3)「東西方向と南北方向の地層の断面である露頭のスケッチか
ら，地層が傾いている向きを選択する」

7(1)「液体が気体に状態変化することによって温度が下がる身近
な現象を選択する」

◎〔理科２ 西の空のようすと観測データを関連付けて考察する場面〕

設問２（２）「気圧，気温，湿度の変化をグラフから読み

取り，雲の種類の変化と関連付けて，適切な天気図を選択す

る」の誤答分析から、以下の点に課題があることが見えてき

ます。

《誤答分析から》

選択肢エ（誤答）と解答した生徒の割合は45.6％であり、

画像や観測データを天気図に関連付けて天気の変化を分析

し、解釈することに課題があると考えられます。

《授業スタンダードより》

○ 思いや考えを広げ深めることができるようにする

授業では、課題の追究・解決の場面において、生徒の考

えを共有・吟味したり、思考過程を可視化してとらえたり

することができるようにすることが大切です。

〈授業改善のポイント〉
○ 授業では、実感を伴った理解を図ることが大切です。そのため、観察、実験の結果や観測デー
タなどの科学的な根拠となる複数の事実を蓄積、共有し、目的に応じた情報を取捨選択する活動
を多く取り入れましょう。また、観察、実験の結果の処理、考察などの場面では、科学的な根拠
に基づき、自分の考えをより妥当なものにすることができるよう指導しましょう。

自然で起こる複数の事象を、観察結果やデータから比較し、規則性や関係性を見いだし
ながら、その事象と周囲の事象との関係を分析して解釈することが大切です。

領域・観点・問題形式別の状況

ふくしまの｢授業スタンダード｣を活用した授業改善のポイント

※ レーダーチャートでは、全国の平均正答率を

１００とした場合の本県の平均正答率の割合を

示している。

( % )
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学力の伸びを把握できる「ふくしま学力調査」の結果等と合わせて詳細な分析をすることで、児童生徒

一人一人や自校の課題を明らかにし、個別最適な学びの実現を目指していきましょう。また、各地区や域
内において、成果や課題を共有し、実態に応じた具体的な対策を講じていくことが必要です。（「全国学力

・学習状況調査」と「ふくしま学力調査」についてはP.１４をご覧ください。）

ふくしまの「授業スタンダード」を有効に活用し、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて授業改
善が図られてきています。今後さらに、次のポイントを大切にして授業改善を進めましょう。

ふくしまの「家庭学習スタンダード」を有効に活用し、自己マネジメント力の育成を通して、知識・技
能等の定着が図られてきています。今後さらに、次のポイントを大切にして授業改善を進めましょう。

「ふくしま活用力育成シート」は、児童生徒一人一人に「思考力、判断力、表現力等」を
育成するために、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業の質的改善や校内研修の
充実を目指す際の参考になるように作成されています。育成すべき資質・能力を明確にし、
各教科の見方・考え方を働かせることができるような授業改善を進めましょう。

【ポイント２】「主体的・対話的で深い学び」の実現により、思考力・判断力・表現力等を育む

｢学びの変革推進プラン｣

『資質・能力を確実に育成する』３つのポイント

問題解決の過程で働かせた「見方・考え方」を鍛える「まとめ・振り返り」の設定

学びの連続性を意識した、授業と家庭学習の学習サイクルの確立

○ 主体的・対話的で深い学びを実現するために、問題解決の過程で働か
せた「見方・考え方」を児童生徒に意識させることが必要です。その際、
「何を学習したか」をまとめ、「どのように学習してきたか」を振り返
るための「まとめ・振り返り」の場の設定が重要です。自分の言葉でま
とめる時間の確保や自己評価・相互評価の活用等を通して、充実感、達
成感、有能感などの学びの手応えを感じさせ、新たな学びに目を向ける
ことができるように、単元を見通した評価計画のもと、「まとめ・振り
返り」の場を設定します。

○ 福島県の児童生徒は、教師の働きかけを参考に、家庭において計画を立
てて学習に取り組んでいます（児童生徒質問紙２０、２１、２２より）。
授業と家庭学習の学習サイクルを確立することは、自己マネジメント力の
育成につながります。教員間で共通理解を図った指導、学校間や家庭との
協力及び連携体制の構築により、授業と家庭学習の双方を充実させること
ができます。

〈取組例〉 ・ 家庭学習を効果的に活用した授業
・ 児童生徒の自主性を高める組織的な指導

「ふくしま活用力育成シート」による授業の質的改善
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【ポイント１】 各種学力調査等の結果分析により、個別最適な学びを実現する

○ シートの場面設定や設問は、育成すべき資質・能力の向上に向けて作成しています。
日々の授業や授業案作成、校内研修の際に活用してください。

○ 解説シートには学習指導要領の指導事項等が示されています。今、学習している教
材で身に付けさせたい資質・能力と一致したシートを活用することで、教材「を」学
ぶ授業から、教材「で」学ぶ授業への転換を図ることができます。

○ ふくしまの「授業スタンダード」と併せて活用を図ることで、単元づくりや発問な
どについて具体的なイメージをもつことができます。



【ポイント３】 ＩＣＴを活用し、子どもたちに必要な資質・能力を確実に育成する。

○ 主体的・対話的で深い学びを実現し、児童生徒の資質・能力を育成するために、ＩＣ
Ｔを効果的に活用し、児童生徒が各教科等の「見方・考え方」を働かせることができる
ような問題解決場面を提示することが必要不可欠となります。
児童生徒が１人１台端末を用いて情報及び情報技術を適切かつ効果的に活用する経験

を通して、問題を発見・解決したり自分の考えを形成したりしていくために必要な情報
活用能力が育成されます。

13

○ 小学校算数科より
コンピュータを用いて図形を作図する際、正

方形のプログラムを基に作成した正三角形のプ
ログラムについて見直し、改善する問題です。
図形の構成の仕方を基に、図形を構成する要

素について考察する力が問われています。

○ 中学校数学科より
コマ回し大会でコマＡとコマＢのどちらを使

うか検討するため、それぞれのコマが回った時
間のデータを端末に記録し、それぞれのデータ
についてヒストグラムをつくり、それらを比較
して考察する問題です。
データやグラフなどを適切に読み取る力や、

データの傾向を捉えながら批判的に考察し判断
する力が問われています。

○ 県教育委員会では、「ふくしま『未来の教室』授業充実事業」の実践協力校のＩＣＴ
活用実践事例をホームページに掲載しています。ぜひご活用ください。
【中学校国語科の実践例】 【小学校算数科の実践例】

福島県教育委員会ホームページＵＲＬ
https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/70056a/mirainokyoushitsu.html

全国学力・学習状況調査の問題から

ＩＣＴの効果的な活用による学びの変革

福島県の取り組みから



本県では、｢全国学力・学習状況調査｣及び｢ふくしま学力調査｣を実施して

います。各調査の特徴を整理することにより、授業改善に生かすことができ

ます。

「全国学力・学習状況調査」とは？

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析

し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校における児童生徒への教育指導の充実

や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイク

ルを確立する。

｢ふくしま学力調査｣とは？

目的

結果の活用

○ 各学校においては、調査結果を踏まえ、各児童生徒の全般的な学習状況の改善等に努めるとともに、自ら

の教育指導等の改善に向けて取り組むこと。（実施要領から抜粋）

⇒ 各教科の領域等における学習状況の把握が可能。その結果、授業改善に生かすことができる。

⇒ 質問紙調査による分析が可能。その結果、学習との相関関係のある項目への支援をすることができる。

児童生徒の伸びる時期やスピードは様々です。しかし、一人一人確実に成長しています。「ふくしま学力

調査」は、小学校４年生から中学校２年生を対象に実施することで児童生徒の学力の伸びを把握することが

できる調査です。

福島県教育委員会は、「ふくしま学力調査」を通して、一人一人

の学力を確実に伸ばし、すべての児童生徒の夢を叶える教育を進め

ていきます。

【特長１】 他の児童生徒や県・市町村の平均点との比較ではなく、

現在の自分の学力のレベルを測定し、過去の自分との比

較で「学力の伸び」を実感することができます。

※ 本調査の「学力」とは、問題ごとに設定された難易度

をもとに、「どのくらい難しい問題に正解できるか」を示すものです。

【特長２】 学力以外の力（根気がある、やるべきことをきちんとやる、自分に自信がある等）が、どれだ

け身に付いているのかが見えるようになります。これらの力は、学力との関係が強いといわれて

います。

【特長３】 学校や教育委員会では、【特長１】【特長２】 の調査結果を分析することで、学力向上に向け

た授業改善や児童生徒一人一人に応じた指導・支援の充実を図ることができます。また、学力を

伸ばしている効果的な取組を明らかにし、その取組を広げていくことも可能になります。

特長

一人一人が「どれだけ成長できているか」が分かる調査です。

毎年４月に実施される、文部科学省による全国調査です。

14

○ 期日 令和４年４月１３日（水）

○ 学年 小学校４・５・６年生／中学校１・２年生

○ 項目 教科に関する調査（小学校⇒国語、算数／中学校⇒国語、数学）、質問紙調査

○ 視点 学習した内容がどれだけ身に付いているか、一人一人の学力がどれだけ伸びているか

概要


